
地方分散モデルを支える中山間地域の子育て・起業支援住宅 令和２年度 採択提案

l 地⽅部において、移住者の特性を踏まえた居住ニーズと地域の住宅ストックのミスマッチが⽣じるという課題に着⽬する意義のある取り組みであり、地⽅
創⽣に繋がるモデルとして期待できる。

l ⼀⽅、当該事業として実施する地域ニーズに即した住宅計画の⽐較検討については、その過程も含めた記録や整理、検証を⾏い、広く情報提供することが
求められる。

評価委員会での評価内容

代表提案者 一般財団法人西栗倉むらまるごと研究所

事業実施場所 岡山県英田郡西栗倉村

事業実施内容 子育て世帯の周辺施設利用状況調査、村内住宅の温熱環境の調
査、移住者情報の調査と分析、空家状況の調査、子育て世帯向け
のイベント情報収集と整理、事業実施プロジェクトチームの結成と
定例会議の実施

事業実施期間 令和3年1月～令和3年7月

地域に新規で移住する子育て世帯が求める住宅について、地域の空き家活用と新築住宅の供
給の両面から検討し、移住者のニーズに適した住宅計画の立案を行う。

l 岡⼭県北部の中⼭間かつ多雪地域に所在する地域に位置する⻄粟倉村では、近年森林と起業分野での実績があがり、
ここ⼗数年来、⼦育て世帯を中⼼とした若年層の移住者が増加している。⼀⽅で、賃貸住宅は圧倒的に不⾜してい
るだけでなく、移住者の住まいに求めるニーズ（適切な住宅規模や断熱・気密性のある住宅の確保）とミスマッチ
が⽣じている。

l 本提案では、このような課題に対し、地域に存在するが流通していない空き家の調査把握とその要因分析を⾏い、
⼦育て世帯が継続的に住まうことのできる既存住宅の活⽤⽅策を検討し、新築住宅の供給との⽐較検討を⾏いなが
ら、地域ニーズに適した住宅計画の⽴案を⾏う。
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